



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































アイーダ・スレイメノヴァ 形との遊び、またはジャンルの追求― 5 行、














研究発表 岩田　陽子 津村節子が描く八丈島―「黒い潮」創作ノ トーの検証―
研究発表 キース・ヴィンセント 失われた欲望を求めて―『仮面の告白』にお
けるホモソーシャル・ナラティブ―
研究発表 丹羽　みさと 岡本綺堂の戯曲「お七」と本郷座
研究発表 園山　千里 『落窪物語』の和歌―法華八講との関連から―
研究発表 赤澤　真理 王朝における歌合の空間―村上朝天徳四年
内裏歌合を受けとめた後冷泉朝期の歌合―
ショ トー
セッション
趙　軒求 「トポス」としての韓国と日本の戦後の記憶―『広場』と『万
延元年のフットボ ルー』にみえる「回帰」と「脱出」を中心に―
ショ トー
セッション
何　志勇 「敦煌」に見る井上靖の中国地域像
―河西回廊の道標的都市をめぐって―
ショ トー
セッション
陸　嬋 中島敦と南洋
－ 221 －
ショ トー
セッション
申　福貞 テキストと〈境界〉の生成―太宰治『津軽』
におけるチェーホフの影響を中心に―
ショ トー
セッション
韓　玲姫 周作人の日本文化観―1930年代を中心に―
ショ トー
セッション
大坪　舞 禁野交野の記憶―持明院基春と鷹書―
ショ トー
セッション
高　兵兵 〈南山〉としての吉野―終南山との関わりを中心に―
ポスター
セッション
林　晃平 テクストに潜在する記憶としての異郷
―蜃気楼化する龍宮とその周辺―
ポスター
セッション
西　いおり 俳諧文芸と風土―京と江戸を中心にして―
ポスター
セッション
岳　遠坤 『雨月物語』における離郷する人たちの運
命をめぐって―儒家思想を背景に―
ポスター
セッション
ミッシェル・マイヤズ 明石君と紫上との協働的関係
ポスター
セッション
高橋　憲子 上代人にとっての「瀬」―「苦瀬」をめぐる考察―
ポスター
セッション
王　薇䆾 川端康成「禽獣」の時間と空間
ポスター
セッション
趙　楊 中島敦「狐憑」論―無文字社会における「記録」―
ポスター
セッション
江﨑　公子 楽の変遷―辞書の用例から―
公開講演 崔　京国 江戸時代における「展示型見立て」
―開帳を模倣したイメージの展覧会―
第36回　平成24年11月（2012.11）
研究発表 金　美眞 種彦合巻『曽我太夫染』における考証の方法
―八つの注釈をめぐって―
研究発表 盧　俊偉 『伽婢子』における典拠の再生―＜批判＞の独自性をめぐって―
研究発表 李　忠澔 近世文学における楠正成伝説の再生
―南朝復興の物語への転換をめぐって―　
－ 222 －
研究発表 梁　喜辰 失われたテクスト「一九二八年三月十五日」
の伏せ字と削除の問題を中心に
研究発表 佐々木　比佐子 茂吉の再生
研究発表 モインウッディン・モハッマド 志賀直哉『大津順吉』における「私」の心理
研究発表 高　艷 深沢七郎作品における「前近代」の再生
―『楢山節考』と『甲州子守唄』を中心に―
研究発表 南　明日香 描写が再生する日本の風土
研究発表 アレックス・ベイツ 廃墟と再生：田山花袋の関東大震災
研究発表 梁　青 平安朝漢詩の展開―『新撰万葉集』漢詩と
道真詩に詠まれた蜘蛛の糸―
研究発表 アダム・ベドゥナルチク 『看聞御記』に再生した「をかし」美意識としての「殊勝」
研究発表 鷺山　郁子 他者という規制装置―『源氏物語』を題材に―
ショ トー
セッション
タリン・カラーヌワット 九曜文庫本『源氏物語抄』と『水原抄』『千鳥抄』『珊瑚秘抄』
ショ トー
セッション
ミッシェル・マイヤズ 『狭衣物語』における身分意識―『源氏物語』
との類似点と相違点、海外の研究での評価―
ショ トー
セッション
ライサ・カタリー ナ・ポッラスマー 中世文学の模倣やパロディの多面性―『とはず
がたり』における『源氏物語』摂取をめぐって―
ショ トー
セッション
金木　利憲 『太平記』「楊国忠事」段所引の『白氏文集』本文の系統と考察
ショ トー
セッション
厳　守潔 平安朝女流文学における蛍の心象表現
―恋心の働きと魂について
ショ トー
セッション
劉　銀炅 日韓関係における『胡砂吹く風』の価値
ポスター
セッション
南　徽貞 大江健三郎『治療塔』における死と再生
―「3.11」という“未来の経験”―
ポスター
セッション
小田切　璃紗 長谷川如是閑にみる「笑い」―戯曲『大
臣候補』を中心に―
ポスター
セッション
水上　雄亮 『諸艶大鑑』における世伝の人物造型について
の検討―世伝は色道の「二代目」たり得るか―
ポスター
セッション
顧　偉良 井上靖シルクロ ドー詩集における言語指向
―素朴的、始源的、直接的な指向をめぐって―
－ 223 －
ポスター
セッション
西　いおり 日本文化の精神性と枡形本についての一考察
―『おくのほそ道』の造本を出発点として―
公開講演 戸松　泉 「たけくらべ」自筆草稿を開く―樋口一葉〈書くこと〉の領域―
第37回　平成25年12月（2013.12）
研究発表 曺　喜眞 朝鮮の古時調と日本の古典和歌の対比研究
の試み―自然素材に着目して―
研究発表 マガリ・ビューニュ 『歌舞髄脳記』の諸本をめぐって―金春禅
竹の芸術理論の成立過程を中心に―
研究発表 パトリック・シュウェマー 有馬晴信のキリシタン語り物『日本に奇跡的に現れた十
字架の事』―イエズス会日本文学運動の研究序説―
研究発表 武田　祐樹 林家の学術と歴史書の編纂
研究発表 井上　泰至 井原西鶴『武道伝来記』論の前提を疑う
研究発表 洪　晟準 『頼豪阿闍梨怪鼠伝』の構造―唐糸の物語を中心に―
研究発表 劉　穎 西鶴浮世草子の中国語訳についての研究―銭稲
孫訳『近松門左衛門・井原西鶴選集』を中心に―
研究発表 イムラン・モハンマド インドに於ける俳句の享受
研究発表 ジャナ・ブラウン 18世紀初頭の人形浄瑠璃における新たな演技の共同体
研究発表 常田　槙子 ヤマタ・キクと能―フランスでの能の紹介と翻訳―
研究発表 胡　潁芝 『草枕』と遊仙文学
ショ トー
セッション
劉　一鳴 『和漢朗詠集』「仙家」部所収の漢詩文の一考察
ショ トー
セッション
生田　慶穂 海外における連歌研究の動向と実作者の活動
ショ トー
セッション
康　盛国 芳洲と『荘子』―三教合一論へのつながりを中心に―
ショ トー
セッション
大橋　崇行 ＜キャラクタ ＞ーからの離脱―細田守『おお
かみこどもの雨と雪』における人物表現―
ポスター
セッション
趙　俊槐 忠こその「孝」と「不孝」について
ポスター
セッション
陳　璐 北村透谷試論―『蓬莱曲』を中心に―
－ 224 －
ポスター
セッション
陳　髙峰 探偵する形をとったマジック的なリアリズム小説―『色
彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年』論―
ポスター
セッション
潘　明昭 『伊勢物語』六十二段とその周辺
―朱買臣説話との比較を通して―
ポスター
セッション
頼　衍宏 続・中島敦「山月記」材源論 :『論語』との関連
ポスター
セッション
庄　婕淳 『とりかへばや物語』論―日中比較文学の視点から―
シンポジウム「テクスト・ジェンダー・文体―日本文学が翻訳されるとき―」
司会：中川　成美
パネリスト：呉　佩珍、キアラ・ギディーニ、小嶋　菜温子
協力：マリア・テレサ・オルシ、シャラリン・オルバー
第38回　平成26年11月（2014.11）
研究発表 高橋　憲子 B.H.チェンバレンによる『古事記』英訳―「枕詞」の場合
研究発表 大野　ロベルト 三代集における紀貫之の位置づけについて
―詞書をたよりに―
研究発表 ジェフリー・ノット 『源氏物語』が語るもの―宗祇『雨夜談抄』
が開拓する「読み」とその意義
研究発表 黄　昱 『徒然草』における漢籍受容の方法―『白氏文集』の場合―
研究発表 尤　芳舟 『十訓抄』における孔子
研究発表 ラモーナ・ツァラヌ 「大様なる能」と「小さき能」
―能の位とその典拠の正統性をめぐって―
研究発表 金　有珍 『秋夜長物語』の絵巻と奈良絵本について―東京
大学文学部国文学研究室蔵の絵巻を中心に―
研究発表 アンドレア・チェンドム 黄表紙の批判性の再考―青砥藤綱像を使
用する寛政年間の黄表紙の特徴をめぐって―
研究発表 片　龍雨 鶴屋南北の合巻
研究発表 トム・リゴ 多和田葉子とヨーロッパ
研究発表 鄧　麗霞 「在満作家」牛島春子の女性文学
ショ トー
セッション
武藤　那賀子、
富澤　萌未
『うつほ物語』と近世国学者―文化三年補刻
本『うつほ物語』絵入版本の書き込みから
－ 225 －
ショ トー
セッション
アングラエニ・デウィ 否定的な母親像と暗澹たるふるさと
―坂口安吾から観た「出自」論―
ショ トー
セッション
刀根　直樹 永井荷風「監獄署の裏」試論
ショ トー
セッション
西村　峰龍 藤本事件と「熊笹にかくれて」―療養所内での救援活動の実態
ポスター
セッション
川内　有子 『忠臣蔵』の翻訳―日本人の今として、過去として―
ポスター
セッション
関　明子 ＜資料紹介＞鞍馬寺蔵・与謝野晶子自筆歌稿
ポスター
セッション
王　盈文 太宰治「誰も知らぬ」論―オトメ共同体の
外縁にある少女表象について―
ポスター
セッション
大石　紗都子 昭和十年代の「みやび」
ポスター
セッション
丁　茹 中国における星新一小説の受容
ポスター
セッション
江草　宣友 国文学論文目録データベ スーの利用状況に関する考察
シンポジウム「図像のなかの日本文学」
司会：板坂　則子
パネリスト：楊　暁捷、アンドリュー・ガ スートル、土佐　尚子
第39回　平成27年11月（2015.11）
研究発表 松原　舞 上代日本における文字表記―『万葉集』の
「青」と「あを」を中心に―
研究発表 マラル・アンダソヴァ 古事記における世界の生成とシャーマニズム
―「根堅州国」と「綿津見神宮」をめぐって
研究発表 須藤　圭 源氏物語の「女にて見る」をどう訳すか
―翻訳のなかのジェンダーバイアス―
研究発表 李　相旻 『草庵集』の構成と特性
研究発表 川内　有子 欧米における「忠臣蔵」のイメージ形成
―大石内蔵助の人物描写について―
研究発表 レティツィア・グアリーニ「父親の不在」を文学は告げている？　
『なずな』におけるイクメン
－ 226 －
研究発表 崔　惠秀 中里介山「大菩薩峠」の文体―改稿による
地の文の変化を手がかりに
研究発表 バーバラ・ハートリー 武田泰淳の文学における父親のイメージ
研究発表 劉　銀炅 語られない韓国―高浜虚子の小説『朝鮮』
ショ トー
セッション
邱　春泉 『とはずがたり』巻二に描かれた「色好み
女房」としての自画像とその意義
ショ トー
セッション
カタリン・ダルミ 村上春樹『海辺のカフカ』にみる魔術的世
界観の土壌
ショ トー
セッション
王　静 村上春樹による聖地アトスへの巡礼
ポスター
セッション
黄　昱 『徒然草』の地名新考
ポスター
セッション
呉　雪虹 漱石の『琴のそら音』―空想の思いを馳せた不安―
ポスター
セッション
田村　美由紀 戦略としての手記―太宰治『人間失格』に
おける額縁構造と「道化」―
ポスター
セッション
大久保　美花 川端康成『抒情歌』再考―近代における
“口承文芸”の可能性と限界―
ポスター
セッション
土山　玄 『うつほ物語』の計量分析：「楼の上上」及び「楼の上
下」における形容詞・形容動詞の量的特徴について
ポスター
セッション
田中　圭子 〈新作薫物〉の発祥と実相について―『源
氏物語』は日本の薫物を変えたのか
シンポジウム「日本文学の越境―非・日本語でHaikuを読む／詠む―」
司会：深沢　眞二
パネリスト： 木村　聡雄、マイケル・フェスラー、リー・ガーガ、
鳥羽田　重直
